
　

東
京
ビ
ル
政
連
は
９
月
７
日
、

都
議
会
議
事
堂
に
お
い
て
、
都
議

会
自
由
民
主
党
、
都
議
会
公
明
党
、

都
議
会
立
憲
民
主
党
が
開
催
し
た

令
和
５
年
度
東
京
都
議
会
予
算
要

望
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
、「
令
和

５
年
度
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の

維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
」（
本

紙
第
２
５
３
号
に
掲
載
）
を
手
交

し
て
概
要
を
説
明
。
要
望
実
現
へ

向
け
、
更
な
る
支
援
を
訴
え
た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
、
本
日
の

会
の
謝
意
を
述
べ
た
あ
と
、「
当

政
治
連
盟
は
、
適
正
な
価
格
で
品

質
を
確
保
し
た
建
築
物
の
維
持
管

理
を
行
う
た
め
、
日
々
活
動
し
、

業
界
全
体
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
」
と
強
調
。
東
京
都
の

入
札
に
つ
い
て
は
、「
先
生
方
の

ご
支
援
の
下
、
総
合
評
価
入
札
案

件
の
拡
大
や
障
害
者
雇
用
モ
デ
ル

入
札
の
実
施
等
、
実
現
し
た
要
望

も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
公
共
建
築
物

を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
の

環
境
整
備
が
よ
り
一
層
前
進
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
」
と
支
援
へ
の
感
謝

と
と
も
に
期
待
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

要
望
の
概
要
説
明
は
横
田
英

雄
幹
事
長
が
担
当
。「
私
ど
も
は
、

公
共
建
築
物
管
理
の
適
正
な
価
格

で
の
発
注
に
よ
る
品
質
の
確
保

と
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
担
い

手
の
中
長
期
的
な
育
成
促
進
を
基

本
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。
令
和

元
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
『
公
共

工
事
の
品
質
の
確
保
に
関
す
る
法

律
』
や
令
和
３
年
に
厚
生
労
働
省

が
改
正
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ

る
通
り
、
予
定
価
格
の
適
切
な
設

定
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
防
止
、

東　京　ビ　ル　政　連

http://www.tbseiren.com

第 254 号　2022 年（令和 4年）11月 15日1

東
京
ビ
ル
政
連

東
京
ビ
ル
政
連

東京ビルメンテ
ナンス政治連盟
発行責任者　梶 山 龍 誠
〒 116-0013
東京都荒川区西日暮里 5-12-5
ビルメンテナンス会館
TEL 03-3805-2950
FAX 03-3805-7550

が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
が
広

く
対
象
と
な
る
建
築
保
全
業
務
労

務
単
価
等
の
採
用
案
件
は
含
ま
れ

て
お
り
ま
せ
ん
」
と
強
調
。「
令

和
４
年
８
月
26
日
付
で
閣
議
決
定

さ
れ
た
『
令
和
４
年
度
中
小
企
業

者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
基
本

方
針
』
で
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
な
ど
の
発
注
に
当
た
り
、

最
低
賃
金
額
の
改
定
を
見
込
ん
だ

予
定
価
格
と
す
る
こ
と
等
が
明
記

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
最
低
賃

金
の
年
度
途
中
の
引
き
上
げ
等
も

見
込
ん
だ
予
定
価
格
の
設
定
が
さ

れ
る
よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
訴
え
た
。

　

３
の
「
契
約
内
容
の
履
行
確
保

と
入
札
参
加
資
格
審
査
に
つ
い

て
」
で
は
、
委
託
業
者
の
品
質
確

保
の
た
め
、
指
名
か
ら
入
札
の
各

段
階
で
、
履
行
・
積
算
能
力
の
審

査
に
必
要
な
書
類
の
提
出
に
加

え
、
入
札
参
加
業
者
従
事
者
の
社

会
保
険
等
へ
の
加
入
状
況
、
最
低

賃
金
の
遵
守
状
況
等
を
確
認
す
る

よ
う
要
望
。「
⑴
で
は
入
札
参
加

申
請
に
当
た
っ
て
、
等
級
格
付
け

に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
、
不
正

な
申
請
を
防
止
す
る
た
め
、
決
算

報
告
書
や
確
定
申
告
書
の
写
し
等

の
提
出
義
務
付
け
を
要
望
し
ま

す
。
ま
た
、
⑹
に
あ
り
ま
す
通

り
、
品
質
評
価
結
果
の
一
般
へ
の

公
表
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
く
ほ

か
、
令
和
元
年
12
月
に
公
表
さ
れ

た
『
準
備
契
約
案
件
に
お
け
る
落

札
後
辞
退
に
関
す
る
注
意
事
項
』

の
徹
底
も
引
き
続
き
お
願
い
し
ま

す
」
と
訴
え
た
。

　

４
の
「
障
害
者
雇
用
の
促
進
に

つ
い
て
」
で
は
、
⑴
の
障
害
者
雇

用
モ
デ
ル
入
札
に
関
し
て
、「
モ

デ
ル
入
札
案
件
は
着
実
に
増
え
て

お
り
ま
す
が
、
現
在
の
仕
様
で
は
、

障
害
者
の
勤
務
日
数
や
勤
務
時
間

が
短
く
、
実
際
の
モ
デ
ル
に
は
到

底
な
り
得
ま
せ
ん
。
東
京
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
は
事
業
の
一
環

と
し
て
、
東
京
都
教
育
庁
と
も
連

携
し
、
都
立
特
別
支
援
学
校
生
徒

へ
の
技
術
指
導
、
就
労
支
援
に
長

年
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
残

念
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
」
と
強
調
、
仕
様
の
抜
本
的
な

改
善
を
強
く
要
望
し
た
。
入
札
参

加
資
格
定
期
受
付
に
関
す
る
⑵
⑶

の
要
望
で
は
、「
障
害
者
雇
用
率

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
・
６
年
度

の
定
期
受
付
で
、
障
害
者
雇
用
率

の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

『
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
』
等

の
提
出
が
必
須
要
件
と
な
り
ま
し

た
。
先
生
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

配
点
上
限
や
加
点
要
素
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
の
ご
支
援
を
要

望
い
た
し
ま
す
」
と
感
謝
と
更
な

る
支
援
を
訴
え
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
３
会
派
の
求

め
に
応
じ
て
現
況
な
ど
を
補
足
説

明
。
都
議
会
自
由
民
主
党
は
「
本

日
承
り
ま
し
た
ご
要
望
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
」、
都
議
会
公
明
党
は
「
今

日
の
ご
要
望
を
し
っ
か
り
と
承

り
、
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」、
都
議
会

立
憲
民
主
党
は
「
貴
重
な
ご
意
見

と
ご
要
望
を
賜
り
、
ま
た
大
変
厳

し
い
状
況
の
中
で
公
共
事
業
の
一

翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
」
と
、

理
解
と
要
望
実
現
に
向
け
た
支
援

を
表
明
し
た
。

業
務
履
行
条
件
の
変
化
等
に
応
じ

た
適
切
な
仕
様
書
等
の
変
更
に
つ

い
て
、
行
政
の
取
り
組
み
が
前
進

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
」
と
、
基
本
方
針
な
ど
を
述
べ

て
か
ら
要
望
に
つ
い
説
明
。

　

１
の
「
総
合
評
価
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て
」
は
、「
品
質
確
保
の

観
点
か
ら
、
引
き
続
き
総
合
評
価

方
式
に
お
け
る
価
格
評
価
点
の
上

限
設
定
や
、
政
策
的
評
価
項
目
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
一
層
の
導
入
等
、
低
炭

素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

へ
の
加
点
要
素
の
拡
充
を
要
望
し

ま
す
。
⑷
の
入
札
時
期
の
前
倒
し

に
つ
い
て
は
、
先
日
、
東
京
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
東
京
都
財

務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
折
、
今
年
７
月
に
公
表
さ
れ

た
『
シ
ン
・
ト
セ
イ
加
速
化
方
針

２
０
２
２
』
で
『
ゼ
ロ
都
債
の
活

用
拡
大
』
を
掲
げ
て
お
り
、
令
和

５
年
４
月
以
降
に
は
入
札
時
期
の

前
倒
し
の
可
能
性
も
あ
る
、
と
の

お
話
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」

と
説
明
し
て
、
そ
の
確
実
な
実
現

に
向
け
た
支
援
を
要
請
。

　

２
の
「
十
分
な
予
算
の
措
置
並

び
に
最
低
制
限
価
格
等
を
導
入
す

る
場
合
の
協
議
に
つ
い
て
」
で
は
、

公
共
建
築
物
の
良
好
な
維
持
管
理

を
確
保
す
る
た
め
、
適
切
な
積
算

等
を
要
望
。
特
に
⑵
の
年
度
途
中

の
最
低
賃
金
改
定
の
際
や
複
数
年

契
約
の
案
件
で
は
、「
旧
労
務
単

価
か
ら
新
労
務
単
価
へ
の
契
約
変

更
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
く
要
望

い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
、「
現
在

も
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
採

用
し
て
い
る
一
部
の
案
件
に
つ
い

て
は
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

数々の要望実現に感謝と期待！
都議会３会派が更なる支援を表明

都議会立憲民主党、西沢けいた自治体議員連絡会長に要
望書を手渡す梶山理事長。右は中村ひろし政務調査会長。

都議会自民党、三宅正彦幹事長に要望書を手渡
す梶山理事長

都議会公明党、中嶋義雄議員団長に要望書を手渡す梶山理事長。

【
都
議
会
自
民
党
】
司
会
の
本
橋
た
く
み
議
員

ビ
ル
メ
ン
政
策
研
究
会
会
長
の
宇
田
川
聡
史
議
員

【
都
議
会
公
明
党
】
中
嶋
義
雄
議
員
団
長

質
問
を
さ
れ
る
斉
藤
や
す
ひ
ろ
議
員

【
都
議
会
立
憲
民
主
党
】
山
口 

拓
政
調
会
長

質
問
を
さ
れ
る
阿
部
祐
美
子
議
員


